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誰かが「幸せとはこうだ」と決めて点数をつけるのではなく、あくまで
本人が、自分自身で幸せな状態を定義して、その自己評価を答える。
”わたし基準”で、満たされている状態かどうかを問うんだね。
この考え方は、県のウェルビーイング意識調査でも使っているね。
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日本人の幸福観について、例えば

幸せすぎても怖い、というような感覚も

あり、最高よりも「ほどほど」

「ちょうどいい状態」が理想、

バランスや調和を重視する傾向がある、

とも言われています。

このため、人生をハシゴではなく、

”振り子”と捉えるほうが、日本人にはしっく

りくる、というような意見もあります。

世界幸福度報告でも最新版で、東洋的な

幸福観 ”バランスと調和”を取り上げており、

注目され始めています。
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